
研究の目的
おおむね18歳以上を対象とした成人学習の実践において、どのような
成人スキルが重要だと捉えられているかを，ヒアリング調査により実証
的に明らかにする 。

社会的活動とは

成人スキル
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社会的活動に必要な成人スキルと多様な学習機会に関する基礎的研究

地域の活性化，地域で生活や活動をする人の安全・安心の推進，
社会的・経済的な自立を図るなどの目的のもと，家庭以外の場で，
多様な人々と交流し，協力し合っておこなう活動。

人が学習や経験によって，後天的に伸ばすことが可能な力。

調査の概要

高等学校卒業後の教育機会（一部高等学校の教育活
動を含む）で,計画やプログラム立案に関わっている専
門家・指導的立場にある者25ケースに,自らの実践活
動の目標としていたり、成長や成熟を期待していたりす
る成人スキルの具体的な内容について,ヒアリング調査
を実施。（期間：平成30年8月～令和元年8月）

聞き取り内容を質的分析（テキストマイニング）にかけ,
社会的活動で実施されている活動の学習スタイルと,そ
こで重視されている成人スキルの特徴について分析。

ヒアリング調査

分析手法

社会的活動にみられる五つの学習スタイルについては,図１に示したとおり,「（ア）地域でできそうなことを見つけるきっかけづくり」にやや
傾斜した形で展開し,その他にも4種類の（イ）～（オ）のようなスタイルの学習・活動が展開していることが明らかになった。
そうした場で重視されている成人スキルについては 図２のような用語で表現されており、おおよそ色分けされた四つのグループに分類で
きた。ただし、これらは独立したスキルではなく,実際の学習や活動場面ごとに，必要とされる能力が移り変わったり，求められる強さが変化
したりする総合的な能力として、捉えられていることが明らかになった。

研究成果
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